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前2回で溶結凝灰岩の薄片の見かたについて一応の説

明をしたつ.もりである･今回は鏡下でややわかりにく

い岩看の実例も塞じえて紹介し溶結凝灰岩の項を終わ

り花い.

解説小野晃司撮影涯井義郎薄片製作佐藤芳治

然淡色で構造が見えない部分に移り変わる.脱ガラス

化が進行して結晶が粗粒化するとこのようにもとの構

造が破壊されて見えなくなってしまうのである.さら

にその左(左辺中央)は粗い結晶と空隙とからできてい

るカミ上辺中央･下辺なども同様の組織である.下辺

のものは軽石のつぶれた本質レンズから出発したものら

しいがこうなっては前の構造は全くわからない.右

上隅の外来岩片の周囲も淡色になり粗粒化しているとこ

ろからみるとこのようなところや軽石レンズなどにガ

ス赫濃集しそこを中心にして結晶の粗粒化が進んだも

のであるう｡上辺中央の紫蘇輝石は斑騒ではなく空

隙部の鱗珪石･アノレカリ長石などと同じく気相晶出鉱物

である.

導翼①は脱ガラス化した溶結凝灰岩である田黒っ

ぽい部分には強く掃平化したガラス破片の構造がよく

兇免ている･しかし中央の濃色の部分は崖横へ架

螺箆②は結晶の非常に多い溶結凝灰岩の例である.

この写輿婦は基質の組織が杓かりにくく成因はきめに

くい.結鯖熔は破片状のものが多くま花基質の暗色
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部にはガラス破片らしいものがみえているこをに

注意しよう由簿窺⑧は同じ薄片の地の部分を

拡大したもので左中央の基質紀はガラス破片の

かたち秘明らかである,しかしその他の淡色

の基質の部分ではほとんど破片のかたちがわか

らなくなっている｡

有下部を占めるのは本質レンズでつぶれた軽

石の繊維構造がよくみえる､右端は近い黒い斑

点状のものは球頭状に脱ガラス化した部分である｡

このように五枚の薄片のなかでもよく繰すと

どこかに手がかりをみっげられることがある｡

躍翼④は阿蘇カルデラのカルデラ壁に露出す

る綴密な溶結凝灰岩である｡路図に示したよう

ぽ外来岩片が20-30%ぽも麓し分離した緕縞も

!0%近くふく凄れる｡ガラス破片はこれらの粒

子の聞をうめて接着剤の役割をはたしているわ

けである,このように外来砦片の量秘多いとき

には岩片の破砕占ともにその申の斑晶か分

離した結晶となって基質に混入していること淋当

然考克られ乱怒から分離結最にも地下で液

体マグマと共存してい彪本質物質としての斑縞と

外来績最と秘あり偽るので観察1記載はは注意

がいる.実際間題として普通の火山岩の場合

と同様にある薄殊沸の緕轟が本来⑳斑縞である

か外薬膳晶で齢る恥を篇棚ブ鳶慧些鮒り芯

も容場なζお豊はい克ない.本質汐ンズ瞭悠久,

ってい概蝿類護怒は成紛の鉱物は然莱緒鯖恋

はないか&一施凝繊で琢芯も凌い花ろ多吉愁ち

ろん本質㎏災ズ刺跳外来岩片沸入り郁渇ζ･

ともあ叡じが篶経験的縫はζの簿翼④

のよ夢熔砦孫全体⑳帯熔は外来砦序然名盤紀派っ搬㌔

ても本懐汐洪気兼終は砦序はなv)が護花はほど彩妊

ないζ鋤婁普通怨茜鳶曲(蔓の蔓生一は岩床の炎部分

は噴火前ぽ潔グ潔刺砧り芯蜜牝てい花のでは籔祭

周囲の砦宥秘蹟火⑳際熔破砕慈れて孫グ淳慈あも熔噴

出され海もの廼ある芯おを意瞭泌ている)｡

写蔑磯薮薮爆の蜜泌磐簿繍凝灰繋

大饗火則溺霧縦溝績凝腿幾

北海道上州郡上州町綴嚢醸小藤

A:外鶏磐狩(泰狐蟷)

ここ鷲溶結凝豚砦の薄庶の意味を愁勇一度誇免てみ

よう｡これ凄では溶緕凝尿砦淑功砦癒⑳理解⑳稔

めにおも終溶緒紬篶錫鎌衣な勅も労ラ渓の褒形締

結界化終カ,無を渇いて識朗杉て莱花｡し笥沌球グ球

の組成を問題紀するあ蓬は別の観紬泌る｡火襟流堆

積物熔は本質砦擁1燃費渓火山灰1分離じ施緒騒1異

質岩片なだ慈濠ざ護な愁⑳淡ふく蜜れでい繍婁極端な

場合外来岩片の薄仲蜜み花撃分析し愁おしでも瞭

簿糞⑯⑳些鰯じ灘狩⑳艦⑳部分微大願)

火蓋趨慧じ花淳ダ滞とは無関係である夢占

'溶瀞湾も欝久砦でも異質物一然来砦片坤然莱締騒

一一をぶ薫彩孤鴻恋酬蛎叡一般熔火砕沸堆積物

は溶砦な濠熔跳戎て然来物壷多量ぽ峨泌潜積金

傑縫源綴なく漆薫ん鷲》鴻ので外棄物を敬除慧ζをが

技術的熔串栄繭倒湾鯵鳶苗では然来物壷厳除い稔ら

残りは老⑳護畿呼グ環の成分星じてよいがをいうを閥

顧淡勅る畠ぞ勅蟹を取除ばば溶岩締貿久潜では圃緕

場所での縞織分化作溺な鋤婁いち岱葛じくない限り岩

源の成分は塚劣緑の(弊撮籍畦の)成郷勇澄施魚あ汐て

減聡るう｡凶兆溶縞凝豚堵では帯締塾繍養異な

毅火砕流堆積物贈⑳索衡猪塊(溶緕凝豚砦瞭恐は本

質㍑浜災)&そ⑳基質慈湾は斑縞怒宥基労費双⑳量

鈍湯蟻なる場合鳶蛎葛蔓肋蜘られている｡嬢出から一

雄積蜜での凱災は践曲物が粒度1比箆な壮紀ぶる分�
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級1淘汰作用を蚤はて老の池串に地中悠帯顯花と慧⑳

液体マグ球を緕凝&の鐙銚淋必すじ､も保存窓れていな燃

ので勅る1,毎グ嘩秘一遇づ茅パ費紀分翻意れでじ蜜ゆ

花木騨砦の宿稀駒凄現象㌘轟狐しかし添質緒塊1

峰シスは㌣グ畔の大きい錐ゆ舷の鷹その串懇は地下の

マグマ中での鐙比が保存さ杓仙渇､湖鴻蝉グ㌢

申での鰭騒挫液体をの燕存関係を勤る彪捌副訟､本質レ

ンズに讃属すればよい珪薄片夏枚撚代表で慧るのは砦

宥の小部分紀すぎないので津質嫁災ズ塾調幾柵泌慧

ばその部分想けの薄片を作繊花ガ淋漢,い尋

しかしどの火砕流にも基質と沈較できるような大

きい本質レンズが入っているわけではない.その場合

湾冷同種の結晶が多量にあって外来岩片が少なけれ

ばその結罷はおそらく斑晶であろうしまた高温で変

形したらしいガラス破片は液体マグマの成分を代表する

想うう.要はあまり特異なものだけに淫目して偏

劣た結論を崩さないことである.

壕箆⑤と⑧ほ阿蘇火山産の綴密な溶結凝灰岩で⑤

はガラス質の⑥は脱ガラス化した部分の薄片である.

凄ちらも比較的於来岩片は少なく斑晶は自形のもの

締多いので流理のある溶岩にまちがわれやすいだろう･

⑥わ左帯央1中央下部などの黒いバンドは堆質レンズで

める｡何となく不均質にみえる他の部分はガラス破片

の簾合した基質なのだがガラスが猪着して個冷の粒

子はほとんどみえなくなっている｡⑥では上近くを下

辺とにあるやや淡色の帯赫本質レンズで中央の暗色帯

は著しく扁平化したガラス被片からな鳶基質である.

帥･箱形のものは斜長看の臼形繕最花が円形一長円形

の肉い部分は気穐である,即央の際色帯にはガラス≡工

破片の構造赫友宥にのびる灰亀の条線状紀みえてい駅

榮線は左宥にかなりのびてはい肋漸続し極端紀乎花

､松レンズ形をしているのでどζ凄でも続く溶岩の流理'

写真④外来砦片の多い簿鰭嬢籏幾

レ.本質レンズ(中心剤ζ戴糟鳶嶋蟻)

舶⑩一王火砕滋熊本県阿蘇郡一的営町擁凶

A:安{岩の外来岩片丁:凝膠着の外来岩片�
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(前号の写真Φ参照)とは区別で亭る｡条線か周囲よ

りも淡色刃灰色ぽ屍えているのはこの部分がや帝粗く

稀筋化じでいるためであ訟上理由下辺のレンズ肉紀

蕗る円形の白い小斑点は球形の気泡で勤る咀このよ

う悠いちじ挙け煽梁化を多け恕溶績凝灰岩腿球形の

気泡淡あるのは奇異な蔓をでごの録泡様がラスの褒

形洲舵ん壕終わってから発泡し花があるいはすで

ぽ齢､っ花気地秘溶緕⑳落い溶悠静水庚紀抗するよう

に集合1,褒形じ花ものかの濠も嚇蹄酪効,この

よ愛な球形の気泡は､高濃鷲急速絡溶緕レ怒と思われる

綴密濠溶結凝灰糊ζはじぱしぱみ娑れるもの湾(写真④

舞照)縞そらく砦体が短時間終綴密なガラ猟の嬢の

ぶ夢悠なるので空隙の瀞茅黒を上方紀追出す蔓をがで

きずあむ慧ぬてし蛮顯花のでああ登抽芯多し地球形

の気泡は'脱減茅黒化の瞭心をなりて脅び沌球顧松

成長するご麦がよくあり蜜花気泡内

たければならない.怒から工つの結晶の近くでは

ガ茅黒破片の単行構造はドｰムまたはべ一スン状紀な

る｡⑧道の帯芯近くにいくつかある同心状の模様は

忍の汽一ム曲へ一スンを切断した等高線なのである､

､薄件をつくると書に切断方向に気をつげないを明瞭

績杓かるごともわかり熔くくしてし襲う揚含かあるの

で齢嵩､わかりきったことだが溶結凝灰砦の普通の

禺駒⑬観察ばは平行構造(葉理)に垂直に切断した薄

片をつくるの添よい吉⑫⑧の岩看はどちらも空隙

洲舵んどない凄で紀強く溶緕し漢だ金く脱ガラ黒化

を勇はていないので綴密で真黒なガラス岩である､

⑳の方は煎前号の冒頭に紹介したものと同じ岩石で

斑融泌いので美しい黒曜石である由この藪つの標

本は基質が余く淘鴬なガ賞スとなっているので標本

影樽眼でみても平行構造秘わからない皿しかしこれ

を気相騒出の畏宥1珪酸鉱物など添う

めているこ麦もしばじばあ葛由

簿箆⑰⑳盗畿綴働⑳愈畿滋鉦を

それ㌘れ屍比べで不謹い白⑫段鎧⑧

Aと秘溶緒凝灰砦で潜ることは問題な

い&}ても⑫思お⑧鷲ぶは忍箏漢

で屍で莱だもの登は様苧秘ち秘う些

恩う労添蕗鋤泌鋤れない.案は⑫

は無斑騒の⑧は多斑轟の溶繕凝豚

岩の五個づ幻の標本から没懇曇枚劣

つの薄片を作ゆ花もの湾齢訟淳ち

らもAの労熔はガラ黒磯仲⑬属乎化

にぷるいちむるしい乎待構造湯池繍婁

遣の芳ば不実意見リな珂雫思議姜なノくタｰ一ンで

ある昔最初紀(前前号の写真⑪)お

欲りじ稔盆夢紀ζ杓漢での簿真は

すべて圧制磁る平行構造緩簸直悠切

断し花博序であり愁.⑳⑧の葛は

この単行構造1ζ采行な繭の薄片な⑳薄

彪る｡⑧の減茅ス破片は,いち惇る

しい扇黒化を愛はている芯け恋なく

斑晶鉱物は変形レないのでその周騒

では緕鯖の外形終沿多ような変形をし

簿糞⑥脱ガ弘化はな'松嚇鯖凝炊瀞

舶簑一s爽襟滋

熊鷲阿鰯麟瀦融鎌鱗

巻鶯茸誰探戴欝劇

毒鮒賊洲賊麟鰍緒

地｡-3火襟滋

鷲簸鷲鰍轍鮒�
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ほど葉理カま見克にくいのは溶結凝灰岩と

しては異例のものでふっうば薬理蘭を見

出すのは比較的容憂なはずである.露頭

でははっきり蒐免ていても標本として

とってしまうとわかりにくくな篭こともあ

るので現場で標本ぽ葉理面をマｰクして

し蜜うのも一法である.

写真⑧のABを兇たついでに同じ溶緕

凝灰岩の岩体の脱ガラス化した部分を示す

(寡翼⑨の底遜).⑨Aでは⑧Aと全く

同様の基質の組織が兇えているがそれよ

りは明暗の対照が少なくわがり紅くい｡

脱ガラス化するとたとえ組織が破壊され

る塞でいかなくてもガラス質のものより

添鯛瞭紀なるのである苗⑨磐は同泌位置

で慮爽蕊滋ルの揚禽怒淋流理状の怒のが

屍淀葛澄は鷲ガラ災破片構造か濠肋泌

棚沌瀞･､螂号の燦謝跳踏り施ぷ

資紀慧のよ夢な砦腐⑳基質⑳構造をみる

紀は践爽落即泌せ津箏労器鐵班⑳み

を使い洗を絞搬篤みるとよい白

簿糞⑧A酬&はがんらん看1輝荷淋入

りでいる秘⑨にはない苗忽れは慧の写

輿の範鰯鶯けの偶然ではなく砦荷金体塾

通㌫ての性質湾彪る曲徐冷⑫遇程で薔鉄

質鱗物秘分解じてじ漢婁現象で一穣⑳燭

平褒成作燭紬めて愁よい彗潟悉らく

燭騒の然茅黒が緒鯖化すると藩終赦出慈れ

る労ス欄秘その分鱗を促進じているの怒

弩夢目一

茅イ淋イト1涜紋砦な婆の鐘援質の砦宥

は緕鯖質護液は脱滅ヲ渓化篶ている詮慧

は白亀1淡褐亀な壕⑫朗亀を塁篶芯珍満

牟綴密祭城茅洪⑳鐙慧は輿黒滋羅躍堵濠

稼る.隻岩体⑮なか芯それ繍童移遇誠篭

の蜜穣認蔀篇蜜では岡㌫砦看の状態⑳鴬

卿帖は思繊い緬㈹屍かけ鵬漱

を添ず⑳怒かそれ繕は湖凄なぐ慧⑱揚

含⑳淡うぽ構成鉱物種謹免怒銀な篇揚禽

淋鉦萄⑳湾勅訟蓉真⑧⑬減茅黒鍍潜は

砦体の急冷縁紀あ池る基騰部澄は繕滋⑳懇

鐙駒終は慧の砦体の数%以不湾齢湯参苗

じかじ亨グマか魯罷蝪し花蕃鍛鍍鉱物の

斑翻虻のガラス質部怒げ慰じか残り勲養�
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ないので貴重な部分なのである.野外

のサンプリングにはこのことを注意した

方がよい.

以上溶結凝灰岩の薄片観察についてな

るべく一般的;玄問題芯けを簡単ぽ解説した.

野外地質学における火砕流の理解はここ

十数隼の間にかなり進んだ､しかし鏡

下における火砕砦の詞載には十分わかり

ていない部分がたくさん残っている｡と

くぽここではふれなかった古い地質時代の

変質した火砕岩の分野ではその理解湯埴

ちに地質学に役立つ問題がかなりあるよう

に思われる.薄片観察のためぽは現在

絶版となっているので入手困難であるが

R鰯呈αS･andS㎜ith呈R.L(1961)

Ash･此榊重u舶一tbe1roぎ量g呈狐,駿｡lo鎮｡

由at三棚呈鋤d三de貝舶｡atb篶｡U.S.G.S｡

冷此陶P.366秘その巻末に多数の顕微

鏡写真をのせていてよい参考になる｡こ

の解説も同奮に直接間接に負うところが多

い｡より詳しくは同書を屍ていただくよ

うにお願いする､

(繋者は地質部･研究企画官室･特殊技擶課)

ブ奮了狸｣

前号ふ壬92号)46頁左利下から916行属

の紬質学紬概します(･卵嚢M

の訳語は結晶質凝灰岩ではなく結縞凝灰岩で

す)お詫びして訂正し漠す

塚蔦⑳無斑最の流紋岩藤結凝灰岩

友1嚢薬理酬こ垂直遭は薬理面に平行匁簿序

那載王簑級童搬殻

アメリ吻アイダホ州アメリカンプ放榊ルス

写糞蟻)斑藤の戴い流紋岩溝緒凝灰岩(ガラス質)

創竃難鍵醐こ鍵直Bは葉理面に平行な薄片

三葡ふ流紋裟(中新一鱗新批)

犬鈴爆竹潟締木際

S:サ皿ディンQ:有英C:綴普通煽石

く)し:鐙葦に蜜むかメ)らん二石'

籠号のない白い結晶は斜長石

写輿⑧斑銘の鯵専嚇紋媛漆繕凝汲潜(脱ガラス化)

淡は下劣皿剣豪のみ削嚢直交瓜鴬ル

響灘繊と嗣薩地

黛:斜媛影記号のれ噴い結晶はサ黒ディン�


